
山
に
迫
す
る
裂
櫨
組
で
あ
っ
て
､
其
の
線
上
に
森
島
舘
岩
及
び
山
鼻
岩
の
噴
出
が
あ
る
｡
熟
し
て
是
等
の
ア
ル
カ

-

粗
面
岩
は
Ⅰ
及
び
H
の
裂
植
線
上
の
錫
魔
を
破
っ
て
噴
起
し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
其
の
鎗
岩
が
粘
性
に
富
め
る
た

め

或
は
同
項
丘
(
D
om
e
)
を
な
し
或
は
尖
園
錐
丘
(
K
eg
e
t)
を
な
し
て
屠
る
も
の
ゼ
惟
ふ
｡(
克
)

(
昭
和
三
年
十
二
月
廿
六
日
柄
)

漏

洩

の

地

理

学

界

(
臥
)

一〇
'
ハ
ン
ブ

ル
ク
大
軍

伯
林

滞在
は
一
ヶ
年
飴
に
及
ん

だが
'
伯
林
天
壌
で

の
聴
講
に
寸
暇
な
き
薦
め
'
此
故

的旅
行
も
出
来
ず
､

ハ
ン
ブ
ル
グ
の
如
き
'
弼
泡
の
大
確
た
る
の
み
な
ら
や

世

界
の
大

港
で
も
あ
り
､
又
附
近
に
は
有
名
な
キ
ー

〝

も
あ
-
'
是
非
親
察
し
な
け
れ
ば
L･4
ら
ね
だ
皿
い
な

が

紅
も
.
蕗
に
其
の
磯
を
得
な
か
っ
た
｡
恰
も
知
人
が
遠

-
海
外
に
出
か
け
る
竺

芯
ふ
の
で
'
見
迭
も
を
兼
ね
､

ハ
ン
ブ
ル
ク
を
観
察
し
た
､
大
豊
を
訪
問
し
た
の
も
此

の

時
で
あ

る
0

漢
鋸
大
嬰
に
で
は
'
地
理
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

S
e
mi
n
a
r

弼
池
の
地
排
嘩
卯

寺

田

貞

爽

F
dr
G
e
o
g
rap
h
ie
は
別
に
蓮
て
ら
れ
て
居
る
'本
館
の

北
町
飴
の
彪

R
othe
nb
au
m
C
h
aus
ee(
2
)
)縛
に
位
し

て
居
る
､
常
逸
民
屋

ビ
軒
を
並

べ
た
る
三
階
造
の
放
物

で
街
路
か
ら

少
許
の
庭
を
以
て
二
三
老
樹
の
陰
静
か
に

立
て
居
る
｡

階
下
は
数
撃
科
教
室
階
上
が
地
糊
にこ
充
て
ら
れ
て
屠

る
｡
主
任
は
S
e
ag
fried
P
a
SSarg
e
致
接
で
'
助
手
に

H
e!m
u
th
K

an
ter
氏
が
居
た
.

教
授
は
ケ
-

エ
ク
ス

ベ

ル
ク
の
人

一
八
六
七
年
の
生
れ
(
慶
庵
三
年
)最
初
俸

術

を
撃
び
､
カ
メ
ル
ン
､南
阿
'
べ
ネ
ジ
エ
ラ
等
を
旅
行

L
t
リ
ヒ
ト
ホ
I
へ
ン
の
好
饗
を
受
け
て
地
理
塾
を
究

≡
11

三
九



節
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7
冬

め
'

一
九

〇
三
年
に

は
れ

林
火

撃
に
於
け

る
地
邸
の

馳
托

u
:j,

-
'

後
久

ア
〝
ジ

エ

･

リ
ア

･
サ

'1
一ノ

･
攻

及
を
視
察

L
t

一
九

〇
八
年
以

賓
盈
大
学

数
損
亡
し

て
其
幸
作
を
つ
tJ
め
て
屠
ら
れ
る
､
地
形
に
5
.き
を
択

き
て
研
究
せ
ら
れ
'
比
の
V
I.榊
に
於
て
は
梅
迫
申
第

一

人
者
と
栴
せ
ら
れ
て
屠
る
.

ILillt1
h･rlr
i
(
)9
O
i
),
I)C-

ヒ
u

sch
ln
im

n
()
(JOG
).
Li
t.1d
Ll
fl･ikil(
t
fJG
7

),

ノ
､C
コ
くitt
c･

r

u
n

g
u

･
A

b
I
r
ilg
u

ng
i
n

d
l
･
n
S

tep
i
,C｡
･

U
･
W

(tI
S
tCn

節
二
位

〓.a

M
O

A

tg
e
r
ic
n
s

(
)

9)0
).

P
h
ys
io
l

E
o
r
p
h
o
tog
ie

(

)
9
)2
)

.

シ
I
o
r
p
h

A

t
!a
s
(
)
9
)
･1)
,
D

i
e
G
r
un
d
rl
g
e
n
d
c

r
L

‥1n･

d

sch
a
f

tsk
l
l
l乙

C
(
1
92
)
)
.
D
ie
L
･1
n
d

sc
h
af
t

()9
2))I

E
rd
k
u
n

de.
W
ilnd
c
r
b
u
c
h
(
1
9
2
2
)
.
L

L1
n
d
s
c
h
･J
ft
u
.

K

utt
u
rc
n
ノく
ic
kl
u
]1
g

(
)
9
2
2
).
L
a
n
d
sc
h
a
ft
s
g
d
r
tc
l
d
.-･r

E
rd
c
(
)
9
2
3
)
塗

,))
其

の
著

i
J=非
常

に

多
い
.

埴

御
在

宅
而

曾

申

す
蹄
が
山
瀬
た
｡
女
の
高
い
､
数
寝
の
案
内

で
縦
覧

す
る
'
容
貌
怪
｡比
.;で
は
あ
る
が
､
柚
-
や
さ
し

い
ガ
で
､
敢
･基
.内
を
､叶
細
･1tri内
し
て
ド
し
た
｡

(
1
)
は
主
作
教
授

･36
小
さ
い
鎗
-
判
る
-
も
な
い
室

で
は
あ
る
が
机
や
ソ
フ
ァ
ー
隻
,,J
も
備
え
ら
れ
'
地
,･学

者
の
寓
異
像
や
敢
投
の
和
し
-
研
究
さ
れ
た
t
ドll-
弗
利

伽
の
地
形
に
脱
す
る
岩
鼻
や
'
白
笹
の
凪
=･,I:5描
な
で
が

捕
け
ら
れ
て
居
た
｡

(

2
)
は
祁
終
溝
で
'
租
判
る
い
'
二
名
の
如
人
が
熱

心
抑
路
に
従
姉
し
て

は
-1
'
幻

鮫
川
の
フ
イ
ル

ム
の
製

作
誓
.,J
や
っ
て
居
た

､
父
ポ
1':::=製
の
槻
照

の
如
き
も
'

此
巌
で
托出
ら
れ
る
成
.L
で
あ
っ
た
｡

(
3

)
は
標
本
･:S.'
*
縄
の
洋
梯
川
や
､
地
形
を
示
す

摸
烈
頻
が
起
荻
き
迄
陳
列
さ
れ
て
放
る
｡
曾
敢
･:Pf裏

作
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JllLt地坪t-.)こ†こう法

JL'-I-ナ ミセ

の
晶
も
多

い

横
で
'
諾
威

の
フ
ィ

ヨ
ル

ド
'

ヘ
リ

ゴ

ー
ラ
ン
ド
'

並
米
利
加
梅

岸
の
模
型
な
で

排
日
す

べ
き
も
の
も
少
-
な
か
っ
た
が

室
内
暗
黒
で
充

分
に
見
る
革
の
出
凍
な
い
の
は
遺
憾
で

あ
っ
た
｡

(4

)
は
助
手
の
室
p
日
下

.iI

.
K
a
rlter
博
士
の
室
に

な
っ

て

居
る
○

(
5
)
は
固
沓
宴
で
周
壁
に
番
棚
を
充
た
し
､
地
導
線

論
よ
り
各
問
別
に
先
輩
さ
れ
て
居
る
､
然
し
其
の
規
模

は
差

麓
大
き
-
も
な
い
カ
タ
ロ
グ
箱
も

.i
隅
に
備
え
て

あ
っ
た
｡

(
6
)
ア
ル
バ
イ
ト
ま
で
.
ア
ル
バ
イ
ト
用
机
敗
脚
を

置
き

､
周
壁

に
治
-
て
地
質
標
本
や
'
火
山
噴
出
物
な

>･/J
が
置
か
れ
カ
ー
ル
'
リ

ッ
タ
ー
の
蓄
像
は
此
虞
に
掲

げ
ら
れ
て
居
た
p
朋
林
大

塾
の
数
素
に
あ
る
も
の
ど
同

T
m
で
あ
る
｡

拭

泡
の

地
即
興
鼎

i
(
7
)
は
地
間
所
蔵
室
で
'
数
個
の
地
間
箱
を
備
え
.

更
に
紙
包
装
置
で
丁
寧
に
保
存
し
て
屠
る
､
此
塵
に
は

幻
燈
の
設
備
も
あ
-
､
次
の
致
室
(8

)
備
付
の
白
布
に

映
せ
る
棟
に
な
っ
て
居
る

一
寸
か
は

っ

た
装
置
で
珍
ら

し

い
0
要
す
る
に
p
此
の
研
究
室
は
地
球
準
用
ビ
し
て
特
に

建
て
た
も
の
で
L･4
い
薦
め
に
.
素
数
は
可
な

-
多
-
衣

る
に
も
殉
は
ら
ず
.
何
れ
も
暗
黒
陰
砂
で
'
地
坪
の
研

究
寮
E
L
で
は
'
刑
か
不
通
常
総
様
な
皿
が
あ
っ
た
'

然
し
設
備
は
よ
-
整
て
屠
り
教
授
の
如
き
も
地
形
撃
の

一
人
者
た
る
バ
ツ
サ
ー
ジ
教
授
を
初
め
'

シ
ュ
ル
ツ
致

援

A
rv
ed
v
.
n
S
ch
u
itz
も
屠
る
.
教
授
は

一
八
八
三

年
の
生

､ギ
ーセ
ン
､伯
林
に
撃
び
p

.1
九

〇
九
年
よ
り

同
五
年
迄
､

一
九

C
八

年
二

九

二

年
よ
旦

1年
迄
､

露
酉
盃
､
高
知
索

､
ト
ル
キ
ス
タ
ン
､
で

､､
-
ル
地
方
を

踏
査
し
､
著
番
･,J
L
で
D
ie
P
am
irta
d
sc
h
ik
(
G
i
es
sen

1
9
1
4)
,

L
a
n
d
esk
tln
d
e

B
itd
eratia
s
v
o
n

P
o
len

(B
erii
n

19
1
00
),
V
.
ik
sk
u
n
d
e
v
.
1
P
o
le
n
(
1
9
)8
)～

D
ie
n
a
ttir
iic
h
en
L
a
n
d
sch
a
ften
v
o
a

T
u
rk
est
a
n

(
H
a
m
d
u
rg

i
9
2
0
)､
粥
asc
h
g
ar
(
H
a
m
b
u
r
g

1
92
1
)
等

tTt温

田

I



地

球

第
十

T
塔

解
二
親

ご
弐

四
二

を
有
L
P

一
九

一
九
年
以
衆
普
大
草
に
凍
ら
れ
た
経
瀞

家
で
あ
る
か
ら
.
研
究
室
は
例

へ
陰
静
で
あ
る
亡
は
云

へ
.
此
の
良
数
按
を
有
す
る
地
撃
教
室
は
串

葡
三

吉
は

ね
ば
な
ら

ぬ
.
自
分
の
訪
問
し
た
時
は

パ
サ
ー
',,)
教
授

は
専
門
の

(
Iands
c

h
aftsk

undeを
初
め

経
済
地
理
を

講
せ
ら
れ
.
シ
ュル

ツ
教

授は数理
地
相
､
海
洋
撃
を
謄

常
せ
ら
れ
､
其
の
他
-

ユ
ー
ト
ゲ

ン
博
士

L
iitgen
sが

南
米
の
綬
酒
地
坪
を
p
カ
ン
タ
ー
博
士
が
阿
弗
利
加
の

経
蹄
地
班
並
に

ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
演
習
を
櫓
常
し
て

居
た
､

ハ
ン
ブ
ル
グ
は
港
僻
地
で
あ
-
ま
す
か
ら
し
て

経
旅
地
班

を
初

め海
洋
に
閥
す
る
研
究
に
頚
き
を
置
て

屠
る
こ
だ
が
知
ら
れ
.
此
の
方
面
の
研
究
家
に
ど
つ
て

は
有
利
な
,研
究
所
で
あ
ら
う
ど
考

へ
た
｡

荷
漢
蟹
に
起
き
キ
ー

ル
大
率
が
在
-
､
軽
耕
地
印
の

華
越
を
以
て
早
-
知

ら
れ
た
'

エ
ツ
ケ
ル
ト
数
授
F

T

ied
lich
E
ck
elt
の
居
る
塵
で
あ
-
､

又
軽
油
地
即

の

研
究
に
は
是
非
必
要
Lt
世
界
終
酒

W
eitw
ir
tsch
a
ft
ビ

云
ふ
難
誌
を
糾
す
研
究
所
も
あ
る
の
で
､
立
寄
る
考
で

あ
っ
た
が
.

マ
ッ
サ
ー
ジ
教
授
の
御
託
心
依
る
"J
､

エ

ツ
ケ
ル
ト
氏
は
ア
I
へ
ン
の
高
等
工
業
学
校
に
稗
任
さ

れ
.
後
任
教
授
は
日
下
メ
キ
･b

コ
御
旅
行
中
だ
開

い
た

の
で
､
観
察
を
中
止
し
た
.

序
に

エ
ツ
ケ
ル
ト
教
授
は
､

ケ
ム
ニ
ッ
ツ
の
人
､

1

八
六
八
年
の
鐘
､

ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
地
班
並
に
囲
民
綬
酒

を
研
究
し
p
歓
洲
大
陸
内
を
踏
査
し
､
綬
姉
地
理
だ
共

に
交
通
地
相
並
に
他
聞
撃
の
研
究
を
以
て
自
ら
任
じ
'

最
初
ラ
ヅ
ツ
エ
γ
の
助
手
を

つ
だ
め
､
後
キ
ー

ル
大
撃

の
地
相
を
括
欝
さ
れ
､

一
九

〇
七
年
以
凍
ア
I
へ
ン
高

等
工
業
に
碑
じ
p
今
に
及
ん

だ
も
の
で
､
著
番
だ
し
て

有
益
な
も
の
が
少
-
な
い
'
来
往
も
の
を
挙
げ
る
ビ

D
as
K
arre
np
rob
tem
(L
eip
zig
L∞95)

N
e
u
e
r
m
e
t
h
S
chulattas
(H
atte
1
∞
8
8
.1
9iT)

G
run
d
riss
d川
r
H
ln
d
e
l.s
g
e
o
g
r
a
p
h
ie
,
2
B

d
e.
(Le
ip
z
iur
1
9
0
5
)

L
e
it
fa
d
e
n

d
e
r
H
a
nde
ls
g
e
o
oq
ro
p
h
ie

(
L
りi
p

z

ig
L

9
0
5
)

G
e
o
g
r
.
P
r
a
k
tik
u
m

(Le
ip
z
ig

L
9
0
8
)

D
e
u
ts
c
h
e

F.u
t
tu
rgeog
r
a
p
h

ie

(
H
a
t1e

t912)

W

irtsch
aftsatlas
der
deut
sch
en
K
o
lon
ien
(
B
e
rlin
1913)

D
ie
K
arten
wi

ssen
s
c
h
a
f
t
(
B
e
r
tin
1
9
2
1
)

十

1
､

伯

林

大

撃

地
相
撃
の
元
就
だ
稗
せ
ら
る
ゝ
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
｡

フ
ォ
ン
｡
フ
ソ
ポ
ル
･1

A
lex
an
d
e
r

v
o
a
H
u
m
b
old
t



並
に
共
九
弟
の
ク
イ
ル

ヘ
ル

ム
･
フ
ォ
ン
･
フ
ン
ボ
ル
ト

W
ilh
c.m
v
o
n
t
Zu
m
b
old
t
(
4
7
6
7

)8
3
5
)
の
努
力
に

依
っ
て
報
越
し

た

火
噂
で

あ
り
'

展
に
並
世
仙
川
川
坪
の

祉
役
者
た
る
カ
-
㍗

-
ツ
タ
I

K
arl
R
iter
の
初
め

て
地
排
を
講
じ
花
火
坪
で
あ
る

の
で

地
理
に

しヾ
つ
て

は
舵
印
象

の
深
い
も

の
で
も
一?

総
て
地
理

り

の糾
究

･:S

ノケノ放盟

の
如

.̂
->

瑞
泡
蛸
各

人
坪
中
位

･:･li
併
せ
る

も
の
と
軌

･#
さ
れ
る

此
の
火
撃

で
は
'
地

叩杵
は
従

兼の
借
問

で
史
壌
秤
の

一
部
に
節
か
れ
て
居
る
の
ど
､
史
撃
}J
は

令
-
猟
立
し
た
他
州
弊
科
亡
が
あ
る
｡

雁
史
料
の

l
部
に
儀
す
る
ガ
は
､
大
祭
本
件
'
舵
史

杵
の
研
究
賞
ビ
並
ん
で
設
:cJ
さ
れ
て
倍
-
､
本
仰
正
門

を
入
る
}J
､
非
二
階
の
中
央
は
人
溝
登

で
'
非
の
前
に

は
本
大
坪
に
故
順
一ど
.yJ
つ
た
人
家
の
胸
像
が
並
ん
で
は

ち
.
京
和
大
学
の
111..滴
･'<
坪
博
上
が
E
大
弊
制
糊
の
際

悦
の
あ
た
-
推
し
て
戚
慨
に
-
た
れ
ら
れ
た
､
ラ
ン
ケ

の
温
顔
も
此
超
に
在
る
｡
此
の
人
溝
Sl:i
を
岬
(
左
側
)
ド

わ
-
}J
'
共
の
炎
缶
-
が
地
∫-i
.の
研
究
･)F'で
､

r
腔推

虹
研
究
･)F
'の
妹
に
倍

て
㍍
る

〓
isto
risch
e
Slm
ina
r

牡

鹿

間二十二筋

止 ヒ･Jr一･■7+}

籾
泡

の
地

相
や
非

壷究研和地史肱堺人体伯
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節
十

叫
怨

A,J
か
ゝ
れ
て
あ
る
｡

五
間
に
七
間
も
あ
ら
-
.

だい
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